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【背景】 Facebookや Twitterといったソーシャルメディア(以下， SM)は，コミュニケーションのツールとして社

会で広く利用されている。医療分野でも SMは利用されており，感染症の流行の確認やある疾患の患者コミュニ

ティの交流ツールなどに利用されている。海外の医療機関では SMが広報の手段として多く用いられており，米国

の医療機関の94.41%が Facebookを利用していることが示されている。しかし，日本の医療機関については

SMの利用実態が明らかとなっていない。【目的】日本の医療機関における SM(Facebookおよび Twitter)の利用

率を調査すること。【方法】調査の対象は，厚生労働省発表の保険医療機関一覧(医科，歯科)に収載されている医

療機関と Yahoo!ヘルスケアに掲載されている美容医療機関とした。また， Facebookおよび Twitterを調査対象の

SMとした。保険医療機関一覧と美容医療機関を混合し，病院と診療所それぞれ300の医療機関を無作為に抽出し

た。検索エンジンと SMの検索機能を用いて，抽出された医療機関の SMアカウントが存在するか調べた。 SMア

カウントの有無とその医療機関の属性(病床数，設置者，診療科等)についてロジスティック回帰分析を

行った。【結果】病院の Facebook， Twitter利用率はそれぞれ，24.33%(73/300)，4.33%(13/300)で

あった。診療所の Facebook， Twitter利用率はそれぞれ，6.33%(19/300)，3.67%(11/300)，であった。病院

で26.00%(78/300)，診療所で7.67%(23/300)の医療機関が Facebookか Twitterのいずれか，または両方の

SMを利用していた。 SMアカウントの有無に関して，病院では病床数に有意差を認め(p＜.001)，診療所では

Webページの有無に有意差を認めた(p＜.001)。【結論】日本の医療機関における SMの利用率は海外と比較して

少ない。



 第38回医療情報学連合大会（第19回日本医療情報学会学術大会）

 

 

医療機関におけるソーシャルメディアの利用実態調査 
 

菅原祐也*1、村上正泰*2、 
成松宏人*3  

*1⼭形⼤学医学部メディカルサイエンス推進研究所情報基 

盤センター、*2⼭形⼤学⼤学院医学系研究科医療政策学講座、 
*3 神奈川県⽴がんセンター臨床研究所がん予防・情報学部 

Use of Social Media by Hospitals and Clinics in Japan 
 

Yuya Sugawara *1*2*3 , Masayasu Murakami *2 , Hiroto Narimatsu *3  
*1 Institute for Promotion of Medical Science Research, Yamagata University, Faculty of Medicine, Yamagata, Japan, 
*2 Department of Health Policy Science, Graduate School of Medical Science, Yamagata University, Yamagata, Japan,  

*3 Cancer Prevention and Control Division, Kanagawa Cancer Center Research Institute, Yokohama, Japan 

 
The use of social media by hospitals has become widespread in the United States and Western European countries. 
However, it is not known whether hospitals in Japan use social media. The purpose of this study is to investigate 
the adoption of social media by hospitals and clinics in Japan. We randomly sampled 300 hospitals from a list of 
medical institutions that was compiled by the Ministry of Health, Labour, and Welfare (MHLW). In addition, we 
included 300 clinics that were taken from the MHLW list as well as Yahoo! HealthCare webpages. We performed 
web and social media (Facebook and Twitter) searches using the hospital and clinic names to determine if they had 
social media accounts. We collected Facebook posts and tweets, and categorized them based on the content, e.g., 
health promotion, participation in academic meetings, publications, public relations or news announcement, and 
recruitment. We found that 26.00% of the hospitals and 7.67% of the clinics used Facebook and/or Twitter. 
Specifically, 24.33% hospitals used Facebook and 4.33% hospitals used Twitter. Furthermore, 6.33% clinics used 
Facebook and 3.67% clinics used Twitter. Public relations or news announcements accounted for 53.99% of the 
Facebook posts by hospitals and 58.37% of the Facebook posts by clinics. To conclude, fewer hospitals and clinics 
in Japan use social media as compared to other countries. 

Keywords: Web 2.0, Social Media, Hospital, Japan 

1.緒論 
現在、ソーシャルメディア（Social media、以下 SM）は社会

で広く利用されている。主要な SM として、Facebook と Twitter
が挙げられる。Facebook は世界でもっともポピュラーな SM で

ある。投稿されたコンテンツは、共感をもった他のユーザーに

よって「いいね！」され、ユーザー同士で共有される。Twitter
は microblogging サービスのひとつである。ユーザーは Tweet
と呼ばれる 140 字以内の短いコメントを投稿する。Tweet は投

稿されたコメントの購読者であるフォロワーと共有される。 
SM は、瞬時に不特定多数と双方向のコミュニケーションを

行えるという特徴を持つ。医療機関が SM を活用することによ

り、地域や年齢を問わず、幅広い人々に広報活動や健康情

報の提供を行うことができる 1)。医療機関による SM の利用も

行われており、米国では、医療機関の 94.41%が Facebook を、

50.82%が Twitter を利用していると報告されている 2)。また、

西ヨーロッパの医療機関では、67.0%が Facebook を、18.1%
が Twitter を利用している 3)。海外では、SM はイベントやニュ

ースの周知、健康情報の発信、医療機関の紹介等に活用さ

れている 4)。 
健康情報の発信や広報活動の一環として SM を利用して

いる医療機関がある一方で、医療機関のSM利用に関して懸

念もある。医療機関による SM上のコメントに、患者のプライバ

シーを侵害するような内容や誇大な広告が含まれているとさ

れている 5,6)。特に美容医療に関して、フォトレタッチされた術

前術後写真やポジティブな結果ばかりを強調した悪質な広告

があるとされており 6)、医療機関による SM 利用関して調査が

必要と考えられる。 

2.目的 
本研究では、日本における医療機関のSM利用率と、医療

機関から発信された SM の情報の内容について調査した。 

3.方法 

3.1 医療機関リストの作成 

日本全国の病院、診療所（自由診療を行う診療所、歯科診

療所を含む）を調査の対象とした。調査対象のリストは、厚生

労働省管轄の各地の厚生局が発表しているコード内容別医

療機関一覧と、Yahoo!ヘルスケアに掲載されていた美容医療

機関から取得した。 

各地の厚生局からダウンロードした MS エクセル形式のコ

ード内容別医療機関一覧を加工し、病院の一覧表と保険診

療を行う診療所の一覧表を作成した。また、Yahoo!ヘルスケ

アで「美容外科」と検索し、検索結果を HTML ファイルとして

保存した。HTML ファイルから、医療機関名、住所、電話番

号など必要部分を抜出し美容医療機関の一覧表を作成し

た。美容医療機関の一覧表から、コード内容別医療機関一

覧にも掲載されている医療機関を除去し、自由診療を行う美

容医療機関の一覧を作成した。 
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病院の一覧表（8,600 件）から無作為に 300 サンプルを抽

出した。また、保険診療を行う診療所の一覧（154,213 件）と

自由診療を行う診療所の一覧（516 件）を混合し、無作為に

300 サンプル抽出した。 

コード内容別医療機関一覧には医療機関が医療機関番

号毎に掲載されており、保険医療機関として指定された日付

のほか、届け出ている診療科、医療機関の現存・休止のステ

ータス、住所、電話番号などが記されている。コード内容別医

療機関一覧は各地の厚生局のホームページに掲載されてお

り、MS エクセル形式または PDF 形式で自由にダウンロード

することができる。本研究では 2017 年 10 月 1 日現在のデー

タを利用した。 

Yahoo!ヘルスケアには健康情報や各医療機関に関する情

報が掲載されていたが、2018 年 3 月 29 日に閉鎖された 7)。 

3.2 医療機関の SMアカウント 
 本研究では、Facebook および Twitter を調査対象の SM

とした。コード内容別医療機関一覧等から抽出した病院、診

療所それぞれ 300 サンプルについて、医療機関名で Google
検索をおこない、その医療機関のホームページの有無を確

認した。SM 公式ページの検索窓および Google 検索を用い

て、医療機関名を検索し、SM アカウントの有無を調べた。

Google で SM アカウントを検索する際は医療機関名と SM 名

で AND 検索をおこなった。また、SM アカウントを保有してい

る医療機関については、その利用ポリシーを策定しているか

どうか、ウェブページを確認した。 
 医療機関の Facebook のページから、いいね！数、最終

更新日を調べた。Twitter のページからフォロワー数、最終更

新日を調べた。 
 抽出した医療機関のホームページおよび、コード内容別

医療機関一覧から各医療機関の属性（診療科、病床数、病

床の種類、設置者など）を調べた。 
 アカウントの調査は 2018 年 4 月 10 日～4 月 22 日にか

けて実施した。 

3.3 統計学的解析 

医療機関毎の SM アカウントの保有率についてパーセン

テージを求めた。Facebook アカウント、Twitter アカウントのい

ずれか一方または両方保有している医療機関を「SM アカウ

ントあり」とした。Facebook の「いいね！」の数および、Twitter
の「フォロワー」数について四分位範囲を求めた。 

SM アカウントの有無と医療機関の属性について Fisher の
正確検定、ロジスティック回帰分析を行った。 

 すべての統計解析には EZR ( version 1.37 )を使用し、P 値

について <.05 を統計学的有意差ありとした。EZR は R 
( version 3.4.1 )および R コマンダー ( version 2.4-0 )の機能

を拡張した統計ソフトウェアであり、自治医科大学附属さいた

ま医療センターのホームページで無償配布されている 8)。 

3.4 コメントデータの収集と分類 

 Facebook および Twitter のコメントデータを収集し、コメント

の内容毎に分類した。病院、診療所それぞれのアカウント毎

に、Facebook は 20 コメント、Twitter は 100 ツイート収集し

た。 コメントの分類は目視で行い、「医学的知識、健康情報

の発信」、「学会参加、論文出版の報告」、「活動報告・広

報」、「求人・人事異動」、「その他」の 5 種類に分類した。 

 Facebook, および Twitter のコメントデータの収集には MS
エクセルのアドインである、NodeXL Excel Template 2014 
( version 1.0.1.402 ) を使用した 9)。NodeXL Excel Template 
2014 は SM のコメントデータの収集のほか、ソーシャルネット

ワークの可視化、作図などを行うことができる。 

 Facebook のコメントデータ、Twitter のツイートデータは

2018 年 8 月 4 日と 5 日の 2 日間にかけて収集した。 

4 結果 

4.1 医療機関の SMアカウント 

 医療機関における SM のアカウント数と保有率を表 1 に示

す。表 1 では、Facebook を「FB」、Twitter を「TW」と記載して

いる。Facebook、Twitter のアカウントを所有している病院は、

それぞれ 73、13 であった。Facebook のアカウントを保有して

いる 73 病院のうち 14 病院が複数の Facebook アカウントを

所有していた。病院における Facebook アカウントの総数は

125 であった。また、SM の利用ポリシーを策定している医療

機関は、病院が 3、診療所 0 であった。 

 病院における、SM の利用と医療機関の属性について

Fisher の正確検定とロジスティック回帰分析の結果をそれぞ

れ表 2（巻末）、表 3 に示す。 

診療所における、Fisher の正確検定とロジスティック回帰分

析の結果をそれぞれ表 4（巻末）、表 5 に示す。 

最終更新日から 30 日以上経過しているアカウントの割合

は、病院で、Facebook 40.8%、Twitter 30.77%であった。診療

所では、Facebook 57.89%、Twitter 72.73%であった。また、1
年以上更新されていないアカウントの割合は、病院の

Facebook 16.00%、Twitter 7.69%、診療所の Facebook で

15.79%、Twitter で 63.64%であった。 

表 1  医療機関の SM アカウント数と保有率(%) 

 SM FB TW Web 
病院 78  

(26.00) 
73  

(24.33) 
13  

(4.33) 
286  

(95.33) 
診療所 23  

(7.67) 
19  

(6.33) 
11  

(3.67) 
129  

(43.00) 

表 3 属性に関するロジスッティク回帰分析の結果（病院） 

変数 オッズ比 
（95%信頼区間） 

p 値 

病院規模 

中小病院（ベッド

数 20～199） 
(REF) 0.0002 

大病院（ベッド数 
200 以上） 

3.25 (1.75-6.04) 

病院分類 

総合病院 (REF)  

内科系病院 0.57 (0.30-1.09) 0.088 

外科系病院 1.49 (0.51-4.32) 0.46 

設置者 
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個人、医療法人 (REF)  

国公立、社会保

険関係団体 
0.73 (0.34-1.56) 0.41 

病院機能 

その他病院 (REF)  

特定機能病院、

地域医療支援病院 
3.27 (0.75-14.40) 0.12 

web ページ 

web ページなし (REF)  

web ページあり 9200000.00 (0.00-
Inf) 

0.99 

表 5 属性に関するロジスッティク回帰分析の結果（診療所） 

変数 オッズ比 
（95%信頼区間） 

p 値 

web ページ 

web ページなし (REF)  

web ページあり 17.80 (4.07-78.20) 0.00013 

医科歯科 

歯科診療所 (REF)  

医科診療所 0.42 (0.17-1.03) 0.059 

 

4.3医療機関による SM コメントの内容と分類 

収集した病院の Facebook コメントデータの数は 1341、
Twitter のツイートデータの数は 574 であった。同様に診療所

では、Facebook が 209、Twitter が 330 であった。 

図１に病院における Facebook、Twitter のコメント数の分類

を示す。Facebook での医学的知識・健康情報の発信は

6.11%、学会参加・論文出版の報告は 24.09%、活動報告・広

報に関するコメントは 53.99%であった。一方、Twitter では、

医学的知識・健康情報の発信は 11.67%、学会参加・論文出

版の報告は 2.79%、活動報告・広報は 66.55%であった。 

  図 2 に診療所の Facebook、Twitter のコメント数の分類を

示す。Facebook での医学的知識・健康情報の発信は

16.75%、学会参加・論文出版の報告は 2.39%、活動報告・広

報に関するコメントは 58.37%であった。Twitter では、医学的

知識・健康情報の発信は 23.03%、学会参加・論文出版の報

告は 0.00%、活動報告・広報に関するコメントは 56.36%であ

った。 
また、病院の Facebook に企業広告に関するコメントが 2 つ

みられた。病院の Twitter に検査費用の割引に関するコメント

が 2 つみられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 コメント内容の分類と割合（病院） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 コメント内容の分類と割合（診療所） 

 

5 考察 
本研究では、病院、診療所それぞれ 300をサンプリングし、

SM アカウントの有無と発信しているコメントの内容について

分類した。SM を利用している医療機関は少なく、また、SM を

利用している医療機関では広報活動の一環としての利用が

多くみられた。 
日本では、医療機関による SM 利用は少なく、医療機関に

よる情報発信には Web ページが主として使われていると考え

られる。3,000 人を対象とした健康意識に関するオンライン調

査では、健康に関する情報源として SNS を利用している割合

は 5%以下であることが示されている 10)。そのため、医療機関

が SM アカウントを開設したとしても、医療機関による SM の

情報を参照しているユーザーは少ないと考えられる。ユーザ

ーが少ないため「いいね！」の数やフォロワー数が増加せず、

医療機関は SM による情報発信の効果を確認することが難し
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い。結果として、医療機関の SM 利用の中断につながってい

くのではないかと考えられる。対して、米国ではインターネット

の健康情報を活用する上で SM が重要な情報源となってい

る。2011 年に米国で行われた調査によれば、回答者約

23,000 人うち 1/5 が SM を健康に関する情報の情報源として

いると回答していた。また、1/3 が SM は信頼できる情報源で

あると回答していた 11)。こうした、日本と海外の SM に対する

考え方の違いが医療機関による SM の利用率の違いに反映

されているのかもしれない。 
日本では、広報活動のひとつとして SM を利用している医

療機関が多かった。病院では、学会の参加報告や学術論文

の出版の報告として Facebook を利用しているケースが多く見

られ（図 1）、アカデミックな情報の発信を目的に SM が利用さ

れていたと考えられる。診療所では、病院よりも医学的知識や

健康情報を発信しているアカウントの割合が大きかった（図

2）。今回の調査では、患者のプライバシーを侵害するようなコ

メントや誇大な広告はみられなかった。しかし、利益相反の開

示をせずに企業の広告をそのまま発信しているアカウントが

あった。これ BMA (British Medical Association、英国医師

会) の SM 利用ガイドラインに抵触する可能性があり、倫理的

に問題があると考えられる 12)。また、人間ドックの割引キャン

ペーンについて情報を発信しているアカウントもみられ、厚生

労働省が定める「医業若しくは歯科医業又は病院若しくは診

療所に関する広告等に関する指針」（以下、医療広告ガイド

ライン）の「費用を強調した広告」に当たる可能性がある。医

療法の改正にともない、新たに策定された医療広告ガイドラ

ンが 2018 年 6 月から施行されている 13)。今回の改正で、医

療機関の Web ページが広告とみなされることになった。その

ため、医療機関による SM も広告とみなされる可能性があり、

医療広告ガイドラインに従う必要があると考えられる。こうした

不適切なコメントは医療機関の信頼を損ねる可能性がある。

SM を利用するにあたっては医療機関の信頼と患者のプライ

バシーを保護するため、どのように SM を利用するのか、運用

ポリシーを策定しておくことが重要とされている 14,15)。 
本研究では、調査対象とした SM を Facebook と Twitter に

限定している。今後、医療機関による LINE や Instagram等の

SM の利用実態を調査する必要があるだろう。また、SM アカ

ウントの調査を目視と手作業によって行っている。そのため、

SM アカウントの見落としがあるかもしれない。この研究で示し

たデータは、調査時点での横断的なデータである。海外での

先行研究によれば、医療機関による SM の利用は経時的に

変化していることが示されている 3,16)。そのため、日本におい

ても医療機関による SM 利用を経時的に観察していく必要が

あるだろう。 

6 結論 
日本の医療機関における SM の利用は少なく、主に広報

活動を目的として利用されている。今後、医療機関による SM
のコメントに関して、医療広告ガイドライン他、各種ガイドラン

との詳細な比較検討が必要である。 
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表 2 SM 利用の有無と医療機関の属性に関する Fisher の正確検定（病院） 

項目 分類 SM 利用なし SM 利用あり p 値 

n = 222 n = 78 

病床数分類(%) 中小病院（ベッド数 20～199） 171 ( 77.0)  38 ( 48.7)  <0.001 

大病院（ベッド数 200 以上）  51 ( 23.0)  40 ( 51.3)  

郡部・市部(%) 郡部  18 (  8.1)   9 ( 11.5)  0.364 

市部 204 ( 91.9)  69 ( 88.5)  

病院分類 (%) 総合病院 108 ( 48.6)  51 ( 65.4)  0.018 

内科系病院  99 ( 44.6)  21 ( 26.9)  

外科系病院  15 (  6.8)   6 (  7.7)  

設置者(%) 個人、医療法人 182 ( 82.0)  56 ( 71.8)  0.073 

国公立、社会保険関係団体  40 ( 18.0)  22 ( 28.2)  

管轄する厚生（支）局 (%) 北海道  22 (  9.9)   4 (  5.1)  0.233 

東北  15 (  6.8)   6 (  7.7)  

関東甲信越  48 ( 21.6)  28 ( 35.9)  

東海北陸  26 ( 11.7)   8 ( 10.3)  

近畿  43 ( 19.4)  10 ( 12.8)  

中国  21 (  9.5)  10 ( 12.8)  

四国   9 (  4.1)   3 (  3.8)  

九州沖縄  38 ( 17.1)   9 ( 11.5)  

病院機能 (%) その他病院 219 ( 98.6)  71 ( 91.0)  0.004 

特定機能病院、地域医療支

援病院 
  3 (  1.4)   7 (  9.0)  

web ページ (%) web ページなし  14 (  6.3)   0 (  0.0)  0.025 

web ページあり 208 ( 93.7)  78 (100.0)  

病床数 (median [IQR]) 120.00 [69.25, 
198.75] 

220.00 [100.50, 
370.00] 

<0.001 

Facebook いいね数(median [IQR]) -  66.00 [19.00, 207.00] - 

Twitter フォロワー数 (median [IQR]) -   7.00 [3.00, 84.00] - 
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表 4 SM 利用の有無と医療機関の属性に関する Fisher の正確検定（診療所）  

項目 分類 SM 利用なし SM 利用あり p 値 

n = 277 n = 23 

病床の有無 (%) 病床なし 261 ( 94.2)  21 ( 91.3)  0.637 

病床あり  16 (  5.8)   2 (  8.7)  

郡部・市部 (%) 郡部  15 (  5.4)   0 (  0.0)  0.615 

市部 262 ( 94.6)  23 (100.0)  

医科歯科 (%) 歯科診療所 111 ( 40.1)  13 ( 56.5)  0.13 

医科診療所 166 ( 59.9)  10 ( 43.5)  

管轄する厚生（支）局 (%) 北海道   7 (  2.5)   2 (  8.7)  0.408 

東北  18 (  6.5)   0 (  0.0)  

関東甲信越 110 ( 39.7)   9 ( 39.1)  

東海北陸  36 ( 13.0)   1 (  4.3)  

近畿  46 ( 16.6)   4 ( 17.4)  

中国  15 (  5.4)   2 (  8.7)  

四国  10 (  3.6)   1 (  4.3)  

九州沖縄  35 ( 12.6)   4 ( 17.4)  

設置者 (%) 個人 167 ( 60.3)  13 ( 56.5)  0.736 

医療法人 107 ( 38.6)  10 ( 43.5)  

国公立   3 (  1.1)   0 (  0.0)  

診療科 (%) 内科  75 ( 27.1)   2 (  8.7)  0.202 

歯科 111 ( 40.1)  13 ( 56.5)  

精神科  12 (  4.3)   2 (  8.7)  

皮膚科   4 (  1.4)   1 (  4.3)  

外科  15 (  5.4)   0 (  0.0)  

産婦人科   7 (  2.5)   2 (  8.7)  

小児科   7 (  2.5)   0 (  0.0)  

整形外科  10 (  3.6)   2 (  8.7)  

眼科  18 (  6.5)   1 (  4.3)  

耳鼻科   6 (  2.2)   0 (  0.0)  

泌尿器科   8 (  2.9)   0 (  0.0)  

脳神経外科   3 (  1.1)   0 (  0.0)  

放射線科   1 (  0.4)   0 (  0.0)  

web ページ (%) web ページなし 169 ( 61.0)   2 (  8.7)  <0.001 

web ページあり 108 ( 39.0)  21 ( 91.3)  

病床数 (median [IQR]) 0.00 [0.00, 0.00]  0.00 [0.00, 0.00] 0.57 

Facebook いいね数(median [IQR]) - 69.00 [24.50, 95.50] - 

Twitter フォロワー数 (median [IQR]) -  11.00 [3.00, 23.50] - 
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